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★ SPV(スペースパークボランティアの会)の近状：コロナ禍でも絶やさず続いています  

 コロナが⾧引き、なかなかイベントを行えない状況が続いています。今年の３月に予定し

ていたボランティアまつりは中止とし、また、年に１度のボランティア総会は対面ではなく

書面会議の形で行いました。総会では、故・久野前会⾧から会⾧代行として引き継いでいた

熊本副会⾧を会⾧とすること、また、役員の更新などをご了承いただきました。総会の後に

は講演会を企画しておりましたが、こちらは次年度のお楽しみにしたいと思います。 

 イベントの中止が続く昨今ですが、科学館は通常営業しており、館内カウンターを中心に

活動は続いております。５月には科学館のサイエンスフェスティバルに参加し、また、新た

なメンバーも加わりました。ミーティングや勉強会なども予定・開催されています。 

 絶やさず、続ける。今後とも SPV をよろしくお願いいたします。（熊本） 

 

★ 子どもの日を科学館で楽しむ：サイエンスフェスティバルに参加して  

 2022 年 5 月、実に３年ぶりに行動制限のないゴールデンウイークが始まりました。科学

館では「サイエンスフェスティバル」が開かれ、SPV 科学グループによる科学工作カウンタ

ーでの活動に妻と二人で参加してきました。 

当日は、ちょうどこどもの日でテーマは「こいのぼり」と「折り紙工作」。こいのぼりは

少しむつかしい場面もありますが、一つ一つ手順を丁寧に説明し、小さな子でもできるよう

工夫しています。小さな子も上手にまるめたり、テープ貼りをするのに感心しました。材料

はたくさん準備しておりましたが、当日は大盛況。開館とともに実に多くの子ども連れの来

館者さんが訪れ、午前中で無くなってしまいました。 

午後からは折り紙工作。テーマはこどもの日です

ので「かぶと坊や」「柏餅」としました。こちらも

人気がありずっとお客さんが途切れませんでした。

子どもさんたち、かぶと坊やを指人形にして遊んだ

り、柏餅を食べるまねをしたり。色々な人との交流

が生まれるカウンター工作、今後も出来る限り参加

していこうと思っています。（科学 G・龍（修）） 

 



★ 満月には、名前がある。６月は〇〇〇〇〇〇ムーン  

突然ですが、問題です。星も月もその位置は毎日変わりますが、星よりも月のほうが位置

が大きく変わるのはなぜでしょうか？ 

その答えのキーワードは、周期(※)。星の移動は地球の公転周期・・・みなさんご存じの

数字「365 日」であるのに対し、月が地球を回る周期（月の満ち欠け周期）は「29.5 日」。

実に 1 年に 12.4 回も地球を回っているからです。この回数こそが、1 年が 12 ヶ月になった

理由です。 (※ 周期：どのくらいの間隔で、１周するか） 

 

さて、ここでちょっとした知識を。満月は 29.5 日に１回、だいたい 1 か月に 1 回やって

きますが、アメリカの先住民はここに次のような名前をつけました。 

 

１月 ウルフムーン、２月 スノームーン、３月 ワームムーン、４月 ピンクムーン、 

５月 フラワームーン、６月 ストロベリームーン、７月 バックムーン、 

８月 スタージョンムーン、９月 ハーベストムーン、10 月 ハンターズムーン、 

11 月 ビーバームーン、 12 月 コールドムーン （これ以外の呼び名もあります） 

 

満月にはさらに、特徴的な形をしたものの呼び名もあります。 

マイクロムーン：月が地球に最も遠ざかったときの満月（令和４年は１月１８日） 

スーパームーン：月が地球に最も近づいたときの満月（令和４年は７月１４日） 

ブラッドムーン：月食の時に見られる赤褐色（血の色）の月（令和４年１１月８日） 

ブルームーン：一般に一月に二度満月があったときの二度目の満月。 

  

このような月の名前を思い浮かべながら月を

眺めるのも楽しいですよ。次は７月１４日にス

ーパームーン。ぜひメモしておきましょう。 

（天文 G・鹿岡） 

 

（編集部注）写真は鹿岡さん提供のピンクムーンが昇る

姿。印刷版は白黒なのが残念！現物はとてもきれいです。

科学館ホームページ→SPV のサイトでみれます。 

 

 

 

 

スペースパークボランティアの会（SPV: Space Park Volunteer)とは・・・ 
郡山駅前・ビッグアイにある科学館スペースパーク（郡山市ふれあい科学館）を拠点に活動する、市民たちによ

るボランティア会です。幅広い年代の約80 名の会員が案内・科学・天文の３グループに分かれ、科学館内の展
望ロビーや常設カウンター、駅前の星空観望会のほか、市内各地の公民館活動や学校行事、地域イベントなどに
出展し、また生涯学習を目指しています。まちづくりハーモニー賞受賞団体、星のソムリエ多数在籍。 
新会員常時募集中です。各種イベントの出展も承っております。 
ふれあい科学館 024-936-0201、info@space-park.jp へお気軽にご連絡ください! 


